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美術館と芸大がつくる
　　　ソーシャルデザインプロジェクト（仮）

美術館と芸大がつくる
　ソーシャルデザインプロジェクト

ブームの牽
引役である

《東京都美
術館》と

《東京藝術
大学》が

タッグを組
んだ活動

「とびらプ
ロジェクト

」の

全貌をまと
めました‼

とびらプロジェクトとは？
社会で活躍するアート・コミュニケータを輩出するプロ
ジェクトです。広く一般から集まったアート・コミュニ
ケータ「とびラー」と、学芸員や大学の教員、そして第
一線で活躍中の専門家がともに美術館を拠点に、そこに
ある文化資源を活かしながら、人と作品、人と人、人と
場所をつなぐ活動。「とびラー」とは、東京都美術館の
略称「都美（とび）」と、「新しい扉（とびら）を開く」
の意味が含まれた愛称です。

とびラーによる展覧会関連プログラムの実施多様な年齢・性別の人が参画するプロジェクト

のびのびゆったりワークショップの様子

展示室で作品を鑑賞する子供ととびラー

例えばこんな活動
● 人々のつながりを大切にした新しい
　 対話の場（コミュニティ）づくり。
● 本物の作品を通してコミュニケー
　 ションを育む鑑賞プログラム。
● 障害のある方など美術館に来館しづ
　 らい方々を対象とした特別鑑賞会の
　運営。
● 建築家・前川國男が設計した東京都
　 美術館の建物を活用したツアー。
● 美術館を活用して、自ら学び考える
　 ことを育む鑑賞授業の実施（学校と
　 の連携）。
● 上野公園に広がる9つの文化施設を
　 つなぐ活動の推進。　

（仮）

地域の文化施設を活用したまちづくり、コミュニティづくりの先進事例

美術、建築、コミニティづくりに興味のある方
必携

特別寄稿 / 日比野克彦（東京藝術大学教授）/ 西村
佳哲（働き方研究家　リビングワールド代表）

　　　　                                                         森司
（アーツカウンシル東京　事業推進室　事

業調整課長）

とびらプロジェクト編、稲庭彩和子（東京都美術館学芸員　アートコミュニケーション担当係長）、
　　　　　　　　　    伊藤達夫（東京藝術大学美術学部特任教授　とびらプロジェクトマネージャー） 著


